


ミラノ工科大学、Italy
Prof. Gabriele Dubini

UCLA、US
Prof. Richard Wirz

海外大学教授を招聘し、海外の講義を経験 海外大学の研究室などへ留学

ノートルダム大学、US
Prof. Hirotaka Sakaue

ROUTEへの参加が、進路や専門への視野を広げる契機となり、
講義・演習・実験に対してもさらに探究心をもって取り組む

きっかけになることを願っています

理工学部長 濱上知樹
ROUTEでは、理工学部学生に先端研究に参加する機会を提供します

→ 具体的な参加方法などは、「ROUTE YNU」で検索

STEP 1

研究テーマを選ぼう！

（興味と直感で）

STEP 2

最先端研究に挑戦！

（新しい発見かも）

STEP 3

成果を発表しよう！

（賞も狙おう）

機械工学EP2年生
エクセレント

プレゼンテーション賞
「強化学習を用いた小型ホロノミック

自走ロボットの経路計画」

材料工学EP 4年生
ISAFM 2024

 Excellent Poster Award
「Annealing process balancing well-crystallization 

and flat surface of Y3Fe5O12 thin film onto 
Ge3Ga5O12(111) single-crystal substrate」

■機械工学EP4年生 ドイツ、ベルギーでの学会、研修に参加

電子情報システムEP 3年生、2年生
Japanese Journal of Applied Physics

 に掲載
偏波維持光ファイバ中のモード間干渉スペクトルを
利用した歪センシングの実証に世界で初めて成功

研究テーマの例
◼ 機械工学EP

・燃料電池・水電解装置内の現象解明

・ナノテクノロジーの最先端半導体製造プロセスへの適応検討

・VRで手の動きを表現しよう

・iPhoneで動く自分独自のウェアラブルデバイスを作ろう

◼ 電気情報システムEP

・新しい電動モビリティの実現

・電磁波を利用したIoT，5G関連システム用高周波回路設計

・半導体光制御素子の研究

◼ バイオEP

・がん悪性化メカニズムの解析

・生殖細胞のエネルギー代謝

・不妊症の原因解明

＊ROUTE websiteに全てのリストがあります

先輩たちの研究成果

University of Wollongong, Australia
University of Oulu, Finland

Nanyang Technological University, 

Singapore

Tsinghua University, China
University of Padova, Italy

Rice University, US

MIT, US  etc.

さらに海外に
挑戦するチャンスも

iROUTE (i=international)

■バイオEP4年生 アメリカ、韓国での学会に参加
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